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迎春御柱大祭に向けて本格始動

「
明
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く
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し
く
、美
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い
」曳
行
を
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氏
子
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互
の
安
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・
安
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健
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を
第
一
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考
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て
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２月１５日抽籤
曳行する柱は
２月１５日抽籤 東

三
地
区
役
員
合
同
会
議
を
開
催

幹
事
長

小
池
秀
澄
（
立
沢
）

準
備
や
感
染
症
対
策
を
確
認

幹
事
・
事
務
局
よ
り

広
報
記
録
係
よ
り

こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て

委嘱状の伝達

12
月
19
日
に
、
大
総
代
、
顧
問
、
相

談
役
、
御
頭
郷
総
代
、
正
副
係
長
、
関

係
係
員
が
集
い
、
東
三
地
区
役
員
合
同

会
議
が
清
泉
荘
で
開
催
さ
れ
、
御
柱
祭

に
向
け
て
各
係
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
大
総
代
か
ら
の
あ
い
さ

つ
、
顧
問
や
相
談
役
の
紹
介
、
各
役
員

の
紹
介
と
委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

各
係
長
か
ら
御
柱
祭
に
向
け
て
の
意
気

込
み
や
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
・
報
告
で
は
、
諏
訪
大
社
上
社

御
柱
大
祭
に
関
す
る
決
議
事
項
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
各
係
の
人
員
な
ど
に
つ
い
て

説
明
と
質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
締
め
に
、
植
松
木
遣
り
長
の

木
遣
り
の
も
と
、
掛
け
声
の
発
声
は
小

さ
く
抑
え
な
が
ら
も
、
心
で
は
勢
い
よ

く
ヨ
イ
サ
！
ヨ
イ
サ
！
ヨ
イ
サ
！
。
経

験
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
御
柱
祭
の
成

功
を
願
い
、
東
三
地
区
の
心
意
気
と
協

幹事・事務局のみなさん
会計長　　小池高徳（立沢）
副幹事長　坂本盛啓（瀬沢）
幹事長　　小池秀澄（立沢）
副幹事長　小林一久（信濃境）
事務局長　築舘弘樹（乙事）

左から

力
一
致
を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
全
員
の
顔
合
わ
せ
も
終

わ
り
、
御
柱
祭
に
向
け
て
の
準

備
も
さ
ら
に
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
。

組
織
を
お
預
か
り
し
て
、
ま
ず
第
一

に
考
え
た
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

に
よ
る
地
域
氏
子
の
健
康
と
安
心
・
安

全
を
最
優
先
と
し
た
組
織
作
り
を
す
る

こ
と
で
す
。

先
般
の
全
体
会
議
を
経
て
一
つ
の

「
纏
ま
る
力
」を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
本
祭
に
向
け
て
ギ
ヤ
を
入
れ
変
え

て
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
御
柱
活
動
に
よ
る
感
染
防

止
を
十
分
に
行
い
、
家
庭
や
周
囲
に
不

安
を
与
え
な
い
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
自
己
管

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

や
行
事
の
中
で
、「
感
謝
、

感
動
」
を
忘
れ
ず
、
次

世
代
へ
伝
統
文
化
や
技

術
の
継
承
を
「
繋
ぐ
」

こ
と
を
し
て
行
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
地
域

に
役
立
つ
活
動
、
持
続

可
能
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

役
員
や
係
の
み
な

さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
が

大
事
な
時
期
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て
、

安
全
で
安
心
で
き
る
御
柱
祭
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

前
回
の
御
柱
祭
ま
で
写
真
撮
影
を

担
当
し
て
き
た
記
録
係
は
、
今
回

「
広
報
記
録
係
」
と
し
て
12
名
の
係

員
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し

た
。東

三
地
区
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
発

信
や
配
信
を
担
当
し
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
写
真
に
よ
る
記
録

の
ほ
か
、
各
係
の
準
備
や
各
地
区
で

の
活
動
か
ら
本
祭
ま
で
の
動
画
記
録
を
作
成

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
ま
す
。
ま

た
、
「
お
ん
ば
し
ら
通
信
」に
よ
る
紙
面
で
の

情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

新
た
な
試
み
と
し
て
、
技
術
の
伝
承
や
後

継
者
育
成
に
向
け
て
、
木
造
り
な
ど
各
係
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
今
後
に
役
立
て
ら
れ
る

映
像
記
録
を
作
成
し
、
各
係
の
活
動
の
見
え

る
化
や
後
継
者
育
成
の
資
料
と
な
る
記
録
作
成

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
は
、
各
係
や
各
地
区
で
の
活
動
に
係
員

が
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
未
来
に
残
し
た
い

も
の
、
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
広
報
記
録
係
に
撮
影

を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

■1月16日（日）　抽籤祈願（第1回）【本郷地区】

■1月22日（土）　第10回富士見町木遣りコンクール

■1月30日（日）　抽籤祈願（第２回）【落合地区】

■２月４日（金）　  抽籤祈願（第３回）【境地区】

午前6時15分～6時30分　諏訪大社上社本宮

午後2時～　富士見町民センター

午前6時15分～6時30分　諏訪大社上社本宮

午前6時15分～6時30分　諏訪大社上社本宮

2022.1.15 おんばしら通信 ④

　抽籤祈願の出席者は毎回、大総代４名と地区の正副幹事長、地区係長、
幹事御頭郷他３０名と記録係１名の３５名で指定されます。

今後の予定

注　意



安
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、
仲
よ
く
、
楽
し
く
、
美
し
く

東
三
地
区 

ス
ロ
ー
ガ
ン

御
柱
祭
に
向
け
て

御
柱
の
見
立
て
と
伐
採

大
総
代
か
ら
ご
挨
拶

本
郷
地
区
大
総
代（
乙
事
）

五
味
幸
太
郎

御
柱
の
見
立
て

御
柱
の
伐
採

正
式
名
称
、
令
和
四
壬
寅
年
諏
訪
大

社
式
年
造
営
御
柱
大
祭
（
御
柱
祭
）が

間
近
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
の
御
柱
祭
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

状
況
下
、
６
月
に
行
わ
れ
た
本
見
立

て
、
10
月
に
行
わ
れ
た
伐
採
も
感
染
対

策
を
実
施
し
な
が
ら
大
総
代
、
山
作

り
、
斧
係
と
限
ら
れ
た
人
数
で
行
わ
れ

静
か
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
の
中
で
、
御
柱
祭
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
頂
い
て
い
る
各
区
長

様
、
氏
子
の
皆
様
、
御
柱
の
役
職
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

年
明
け
に
は
御
柱
の
会
議
や
作
業
が

本
格
的
に
な
り
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と

り
が
感
染
対
策
を
守
り
健
康
管
理
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
作
業
に
お
い
て
は
特
に
安
全

に
は
注
意
し
て
頂
く
と
共
に
技
術
の
伝

承
、
人
と
人
の
絆
、
地
域
と
地
域
の
絆

を
深
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
御

柱
祭
は
多
数
の
皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
成
立
し
ま
す
。

改
め
て
皆
様
に
は

絶
大
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
東
三
地

区
に
授
か
っ
た
柱
を

無
事
に
大
社
の
社
に

奉
納
で
き
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
９
日
に
上
社
御
用
材

８
本
を
決
め
る
本
見
立
て
が
、
茅
野
市

玉
川
の
御
小
屋
山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
は
、
御
柱
祭
の
２
年
前
の
９

月
に
御
柱
の
仮
見
立
て
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
仮
見

立
て
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

本
見
立
て
に
は
、
感
染
症
対
策
の
た

め
諏
訪
大
社
、
大
総
代
、
山
作
り
な
ど

40
数
名
の
最
小
限
の
関
係
者
に
絞
ら
れ
、

参
加
者
の
写
真
撮
影
な
ど
も
禁
止
と
い

う
感
染
予
防
を
徹
底
す
る
な
か
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
は
、
御
柱
祭
が
実
施
さ
れ
る

年
の
２
月
に
抽
籤
で
曳
行
す
る
御
柱
が

決
ま
り
、
３
月
に
伐
採
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
諏
訪
大
社
と
の
協
議
に
よ
り
、

御
柱
祭
の
直
前
に
伐
採
す
る
よ
り
も
、

前
倒
し
を
し
て
前
年
に
伐
採
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク
を
分
散
す

る
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
10

月
14
日
と
18
日
の
２
回
に
分
け
て

御
柱
の
伐
採
が
行
わ
れ
、
東
三
地

区
は
本
宮
二
の
御
柱
を
担
当
し
ま

し
た
。
地
元
の
御
小
屋
山
の
諏
訪

大
社
社
有
林
か
ら
は
30
年
ぶ
り
に

御
柱
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
伐
採
し
た
御
柱
は
、
本

年
３
月
下
旬
に
御
柱
街
道
に
並
べ

ら
れ
る
ま
で
は
、
農
業
実
践
大
学

校
の
東
の
種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
に

定
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

大総代のみなさん

30年ぶりに御柱が伐採
される御小屋山の奥社

伐採の後、木の再生を願い「鳥総立て」の神事を行う 御柱の伐採

境地区大総代　　平出裕一（田端）
落合地区大総代　五味政光（瀬沢）
本郷地区大総代　五味幸太郎（乙事）
本郷地区大総代　小池沖麿（立沢）

左から
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●御柱祭の準備における感染症対策●

新型コロナ感染症対策ガイドラインと行動指針を策定

先ずは日々の健康チェックから

①健康状態のチェック
・御柱に係わる活動への参加者は、健康チェックを
日々実施して記録する。

・記録したチェック表は活動時にその都度提出す
る。

　東三地区氏子会では、氏子会員相互の感染予防対策により「安心・安全・健康」を第
一に考えて、東三地区のスローガン≪安全に、仲よく、楽しく、美しく≫を実現するた
めに新型コロナ感染症対策のガイドラインと行動指針を策定しました。氏子会員全員で
このガイドラインを守り、御柱祭に影響が出ないようご協力をお願いします。

②消毒等の徹底
・活動にあたり、開始前に検温、手指等のこまめな
消毒、健康チェックを行う。

・発熱や咳等の症状がある場合には、活動に参加し
ない。

③マスク着用の徹底
・活動中は、マスクの着用は必須とし、飲食会食は禁
止。飲み物は、水分補給として個人で用意する。

⑤感染症対策係を新設
・各係や行政区の御柱組織等では、感染症対策係員を任命して感染症対策ガイドラインと行動指針を徹底する。

④最少人数での活動
・活動への参加は、会員の自由参加とせず最小人数
とし、作業時間や会議時間は必要最小限とする。

●御柱祭当日における感染症対策●

①健康状態のチェック
・参加者全員（役員・曳き子全て）２週間前から東三
地区健康チェック表を使用し、検温などの健康
チェックを実施して記録する。

②ワクチン接種を原則
・御柱祭参加者はワクチン接種を原則とし、未接種
の人は抗体検査、72時間前までのＰＣＲ検査が
「陰性」であること。

③曳行中の飲食は禁止
・曳行中の飲食や飲酒は、役員・曳き子ともに禁止す
る。（水分補給、昼食は除く）

④各行事終了後は直ちに解散
・行事終了後は直ちに解散し、本祭活動での直会等
は実施しない。

⑤県外移動履歴等がある場合の対応
・本人や家族に県外移動履歴がある場合、体調不良
の方がいた場合、濃厚接触者が近くにいる場合
は、自主的に参加しない。

③ 2022.1.15 おんばしら通信
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。

例
年
で
は
、
御
柱
祭
の
２
年
前
の
９

月
に
御
柱
の
仮
見
立
て
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
仮
見

立
て
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

本
見
立
て
に
は
、
感
染
症
対
策
の
た

め
諏
訪
大
社
、
大
総
代
、
山
作
り
な
ど

40
数
名
の
最
小
限
の
関
係
者
に
絞
ら
れ
、

参
加
者
の
写
真
撮
影
な
ど
も
禁
止
と
い

う
感
染
予
防
を
徹
底
す
る
な
か
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
は
、
御
柱
祭
が
実
施
さ
れ
る

年
の
２
月
に
抽
籤
で
曳
行
す
る
御
柱
が

決
ま
り
、
３
月
に
伐
採
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
諏
訪
大
社
と
の
協
議
に
よ
り
、

御
柱
祭
の
直
前
に
伐
採
す
る
よ
り
も
、

前
倒
し
を
し
て
前
年
に
伐
採
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク
を
分
散
す

る
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
10

月
14
日
と
18
日
の
２
回
に
分
け
て

御
柱
の
伐
採
が
行
わ
れ
、
東
三
地

区
は
本
宮
二
の
御
柱
を
担
当
し
ま

し
た
。
地
元
の
御
小
屋
山
の
諏
訪

大
社
社
有
林
か
ら
は
30
年
ぶ
り
に

御
柱
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
伐
採
し
た
御
柱
は
、
本

年
３
月
下
旬
に
御
柱
街
道
に
並
べ

ら
れ
る
ま
で
は
、
農
業
実
践
大
学

校
の
東
の
種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
に

定
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

大総代のみなさん

30年ぶりに御柱が伐採
される御小屋山の奥社

伐採の後、木の再生を願い「鳥総立て」の神事を行う 御柱の伐採

境地区大総代　　平出裕一（田端）
落合地区大総代　五味政光（瀬沢）
本郷地区大総代　五味幸太郎（乙事）
本郷地区大総代　小池沖麿（立沢）

左から
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東
三
地
区
役
員
合
同
会
議
を
開
催

幹
事
長

小
池
秀
澄
（
立
沢
）

準
備
や
感
染
症
対
策
を
確
認

幹
事
・
事
務
局
よ
り

広
報
記
録
係
よ
り

こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て

委嘱状の伝達

12
月
19
日
に
、
大
総
代
、
顧
問
、
相

談
役
、
御
頭
郷
総
代
、
正
副
係
長
、
関

係
係
員
が
集
い
、
東
三
地
区
役
員
合
同

会
議
が
清
泉
荘
で
開
催
さ
れ
、
御
柱
祭

に
向
け
て
各
係
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
大
総
代
か
ら
の
あ
い
さ

つ
、
顧
問
や
相
談
役
の
紹
介
、
各
役
員

の
紹
介
と
委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

各
係
長
か
ら
御
柱
祭
に
向
け
て
の
意
気

込
み
や
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
・
報
告
で
は
、
諏
訪
大
社
上
社

御
柱
大
祭
に
関
す
る
決
議
事
項
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
各
係
の
人
員
な
ど
に
つ
い
て

説
明
と
質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
締
め
に
、
植
松
木
遣
り
長
の

木
遣
り
の
も
と
、
掛
け
声
の
発
声
は
小

さ
く
抑
え
な
が
ら
も
、
心
で
は
勢
い
よ

く
ヨ
イ
サ
！
ヨ
イ
サ
！
ヨ
イ
サ
！
。
経

験
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
御
柱
祭
の
成

功
を
願
い
、
東
三
地
区
の
心
意
気
と
協

幹事・事務局のみなさん
会計長　　小池高徳（立沢）
副幹事長　坂本盛啓（瀬沢）
幹事長　　小池秀澄（立沢）
副幹事長　小林一久（信濃境）
事務局長　築舘弘樹（乙事）

左から

力
一
致
を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
全
員
の
顔
合
わ
せ
も
終

わ
り
、
御
柱
祭
に
向
け
て
の
準

備
も
さ
ら
に
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
。

組
織
を
お
預
か
り
し
て
、
ま
ず
第
一

に
考
え
た
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

に
よ
る
地
域
氏
子
の
健
康
と
安
心
・
安

全
を
最
優
先
と
し
た
組
織
作
り
を
す
る

こ
と
で
す
。

先
般
の
全
体
会
議
を
経
て
一
つ
の

「
纏
ま
る
力
」を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
本
祭
に
向
け
て
ギ
ヤ
を
入
れ
変
え

て
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
御
柱
活
動
に
よ
る
感
染
防

止
を
十
分
に
行
い
、
家
庭
や
周
囲
に
不

安
を
与
え
な
い
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
自
己
管

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

や
行
事
の
中
で
、「
感
謝
、

感
動
」
を
忘
れ
ず
、
次

世
代
へ
伝
統
文
化
や
技

術
の
継
承
を
「
繋
ぐ
」

こ
と
を
し
て
行
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
地
域

に
役
立
つ
活
動
、
持
続

可
能
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

役
員
や
係
の
み
な

さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
が

大
事
な
時
期
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て
、

安
全
で
安
心
で
き
る
御
柱
祭
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

前
回
の
御
柱
祭
ま
で
写
真
撮
影
を

担
当
し
て
き
た
記
録
係
は
、
今
回

「
広
報
記
録
係
」
と
し
て
12
名
の
係

員
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し

た
。東

三
地
区
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
発

信
や
配
信
を
担
当
し
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
写
真
に
よ
る
記
録

の
ほ
か
、
各
係
の
準
備
や
各
地
区
で

の
活
動
か
ら
本
祭
ま
で
の
動
画
記
録
を
作
成

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
ま
す
。
ま

た
、
「
お
ん
ば
し
ら
通
信
」に
よ
る
紙
面
で
の

情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

新
た
な
試
み
と
し
て
、
技
術
の
伝
承
や
後

継
者
育
成
に
向
け
て
、
木
造
り
な
ど
各
係
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
今
後
に
役
立
て
ら
れ
る

映
像
記
録
を
作
成
し
、
各
係
の
活
動
の
見
え

る
化
や
後
継
者
育
成
の
資
料
と
な
る
記
録
作
成

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
は
、
各
係
や
各
地
区
で
の
活
動
に
係
員

が
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
未
来
に
残
し
た
い

も
の
、
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
広
報
記
録
係
に
撮
影

を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

■1月16日（日）　抽籤祈願（第1回）【本郷地区】

■1月22日（土）　第10回富士見町木遣りコンクール

■1月30日（日）　抽籤祈願（第２回）【落合地区】

■２月４日（金）　  抽籤祈願（第３回）【境地区】

午前6時15分～6時30分　諏訪大社上社本宮

午後2時～　富士見町民センター

午前6時15分～6時30分　諏訪大社上社本宮

午前6時15分～6時30分　諏訪大社上社本宮
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　抽籤祈願の出席者は毎回、大総代４名と地区の正副幹事長、地区係長、
幹事御頭郷他３０名と記録係１名の３５名で指定されます。

今後の予定

注　意


